
住まい整備の全体像  
～建物整備だけじゃない、  
生徒の暮らしを支える“人”と“しくみづくり”～  

令和7年4月25日（金） 15：30〜17：00  
一般財団法人　地域・教育魅力化プラットフォーム  

地域みらい留学 住まい伴走チーム  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チェックイン  

今日の参加にあたって、今の気持ちに近いものを選んでください。
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① 住まい整備についてまだピンときていないが、話を聞く中で考えたい

② 住まい整備についてよくわからず、不安な気持ちだ

③ まずは情報収集をしたいと思って参加した

④ 具体的に知りたいことがあり参加した



地域みらい留学における住まいの種類  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寮（20名～40名） シェアハウス（2名～6名） 宿泊施設

一人暮らし ホームステイ



地域みらい留学における住まいの種類  

4 

寮（20名～40名） シェアハウス（2名～6名） 宿泊施設

一人暮らし ホームステイ

※この研修では、「寮」「寮生」「寮運営関係者」
といった言葉を使うことがありますが、

ここでいう「寮」は、
この5つの住まいの種類をすべて含むものと考えてください。

なお、どの種類の住まいでも、
整備に向けた基本的な流れは共通しています。



住まいの重要性（地域みらい留学検討者のアンケート）  

77%が「住環境 (寮や下宿 )」で留学先校を絞る と回答
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住まいの重要性（地域みらい留学検討者のアンケート）  

1位「学校の生徒や先生が魅力的か」に続き、
2位「住環境 (寮や下宿 )」が決め手になったと回答
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本日の流れ  

7

住まい整備の全体像1

事例共有（佐賀県有田町シェアハウス）2

質疑応答3

まとめ4

お知らせ5

30分

20分

20分

10分

10分



本研修について  

この研修は、全国から佐賀県有田工業高校進学する生徒たちのシェアハウス「ありこや」を立ち
上げ、親元を離れて生活する子どもたちの見守りを行ってきた知見をもとに作成しています。 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個室

個室

共有スペース

台所



「ありこや」ができるまで  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22年度に1名、23年度には6名の県外生徒が入学。
着実に成果が上がっていた一方で「住まいが足りない」という課題に直面。
地域のアパートやゲストハウスのオーナーに協力いただいていたが、それでも足らな
くなり、募集を続ける上では、生徒が安心して暮らせる住まいの確保が急務となる。

有田町で空き家活用に取り組んでいる方の協力を得て、物件を確保。
佐賀県、有田町、空き家オーナー、工務店、不動産会社の協力を得て、住まい整備
に向けて動き出す。

シェアハウスにするための個室化、壁や床の改修、雨漏りの修繕工事開始。
並行して、備品・消耗品を購入。

賃貸借契約、寮則など、入居に必要な各種書類を作成。

改修工事完了。地域へのお披露目会、入寮希望者への説明会実施。

入居

23年4月

7月

11月

24年1月

2025年2月

2月

3月
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はじめての住まい整備。

さまざまな壁に直面しました。
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寮をつくるために、何をする必要があるのか
わからない。
物件、体制、生徒のサポート内容を、何を基
準に決めたらいいのかわからない。

つくりたい町の未来、育みたい生徒像、大切
にしたい寮での体験をもとに寮のコンセプト
を作成。コンセプトを軸に、寮の機能、サ
ポート内容、体制を決定。

具体的に、だれが何をすればいいのか
わからない。

寮運営で発生する様々なことを、
どう対応したらいいのかわからない。

決定した寮の機能と寮でサポートする内容
から、業務を洗い出し、寮運営関係者の
日々のタスクとコミュニケーションラインを決
定。

寮運営開始後に発生した課題をヒアリングし
ながら、対応を決定。
緊急時の対応フロー、見守りのガイドライ
ン、各業務のマニュアルとして知見を整理
し、チーム内で共有。

直面した壁（課題） 取り組んだこと
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寮をつくるために、何をする必要があるのか
わからない。
物件、体制、生徒のサポート内容を、何を基
準に決めたらいいのかわからない。

つくりたい町の未来、育みたい生徒像、大切
にした寮での体験をもとに寮のコンセプトを
作成。コンセプトを軸に、寮の機能、サポート
内容、体制を決定。

具体的に、だれが何をすればいいのか
わからない。

寮運営で発生する様々なことを、
どう対応したらいいのかわからない。

決定した寮の機能と寮でのサポート内容か
ら、業務を洗い出し、寮運営関係者の日々
のタスクとコミュニケーションラインを決定。

寮運営開始後に発生した課題をヒアリングし
ながら、対応を決定。
緊急時の対応フロー、見守りのガイドライ
ン、各業務のマニュアルとして知見を整理
し、チーム内で共有。

直面した壁（課題） 取り組んだこと

これらの課題を一気に解決するのが、
この研修です。

ありこやシェアハウスを整備しながら、
実際に直面した課題をもとに作成しています。
住まい整備の全体像を知っていただくことで、
少しでも皆さんのお役に立てたら嬉しいです。



今日のゴール  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①基本計画 ②実施計画 ③運営体制
住まい整備の３つのステップで何をするのかわかる

住まい研修の流れがわかる
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住まい整備の全体像
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県内外からの入学者が
増える

意志ある若者が育まれ、
持続可能な地域社会に近づく

その地域ならではの
学び

＃探究　＃挑戦

その地域ならではの
暮らし

＃安心　＃健康

その地域ならではの
出会い

＃交流　＃体験

学校  地域  住まい 

教職員  地域住民  自治体職員 

魅力ある教育環境

地域と教育における“住まい”の役割  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県内外からの入学者が
増える

意志ある若者が育まれ、
持続可能な地域社会に近づく

その地域ならではの
学び

＃探究　＃挑戦

その地域ならではの
暮らし

＃安心　＃健康

その地域ならではの
出会い

＃交流　＃体験

学校  地域  住まい 

教職員  地域住民  自治体職員 

魅力ある教育環境

地域と教育における“住まい”の役割  

住まいの役割



住まいの4つの機能  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組織
づくり

暮らし
づくり

学び
づくり

出会い
づくり

寮運営関係者の採用・配置・育成
寮運営計画の策定・推進

入寮対応、施設維持、生徒の生活サポート
学校、保護者、役場との連携

学習プログラム、公営塾運営
地域と連携した探究学習やキャリア教育

寮生向けイベント企画
地域交流、コンソーシアム構築

事務局
機能

実務
機能

必
須
項
目

推
奨
項
目



住まいの4つの機能  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組織
づくり

暮らし
づくり

学び
づくり

出会い
づくり

寮運営関係者の採用・配置・育成
寮運営計画の策定・推進

入寮対応、施設維持、生徒の生活サポート
学校、保護者、役場との連携

学習プログラム、公営塾運営
地域と連携した探究学習やキャリア教育

寮生向けイベント企画
地域交流、コンソーシアム構築

事務局
機能

実務
機能

必
須
項
目

推
奨
項
目

▶継続的な運営が可能になる

▶安心・安全な寮を運営するために必要

▶地域の魅力が高まり、生徒募集につながる



住まいの4つの機能  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組織
づくり

暮らし
づくり

学び
づくり

出会い
づくり

寮運営関係者の採用・配置・育成
寮運営計画の策定・推進

入寮対応、施設維持、生徒の生活サポート
学校、保護者、役場との連携

学習プログラム、公営塾運営
地域と連携した探究学習やキャリア教育

寮生向けイベント企画
地域交流、コンソーシアム構築

事務局
機能

実務
機能

必
須
項
目

推
奨
項
目

継続性、安心・安全 =マイナスをゼロにする

ないと、マイナス になる

魅力づくり =ゼロをプラスにする

あると、プラスになる



住まいの4つの機能  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を意識しながら、住まい整備を進めていきましょう！

継続的な運営が可能な組織をつくり
生徒の安心・安全な暮らしを守りながら、

魅力をどうつくっていくのか？

必須項目

推奨項目



住まい整備スケジュール  

最終的なゴール：26年4月に地域みらい留学1期生を受け入れられる状態

【STEP1】24年度～25年度上旬に住まい整備の計画を具体化し、25年度当初または補正予算として整備費用を計上
【STEP2】25年6月の学校説明会時点で住まいの概要（建物、寮費、食事、暮らしのサポート内容）が説明できる
【STEP3】25年8月のオープンスクール時点で住まいを見学できる
【STEP4】25年度中に住まい運営の実施体制を具体化し、26年度当初予算として住まいの維持運営費用を計上する
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25年度 26年度

3月 4月 6月 8月 2月 3月 4月

生徒募集 ― 生徒募集
開始

学校
説明会

オープン
スクール

生徒
受け入れ

高校生活
スタート

目指す
状態

― ―

住まいの概要
が伝えられる

住まいを見学
できる（または
整備後のイ
メージが共有
できる）

入居に必要な
契約内容を伝
えられる

生徒が
入居できる

寮運営開始～

予算策定
整備費用
(25年度当初ま
たは補正予算 )

―
維持運営費用
(26年度当初
予算)

ー

実施内容
基本計画

策定
実施計画策定（4月～8月）

寮整備を進めながら運営体制構築（ 9月～12月）
寮運営開始



住まい研修スケジュール  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住まい整備の軸となる基本計画を
関係者に共有できる

住まいに関わる人たちの
関係性が整理され

年間の運営計画が描ける

住まい運営の担当者が
日々の業務を安定して回せる

目指す状態

2

3

4

入居者受け入れまでに
何をする必要があるか分かる1

基本計画～実施計画～運営体制
のつくり方が分かる5

5月13日（火）
16:00～

6月3日（火）
16:00～

8月5日（火）
16:00～

日時

4月25日（金）
16:00～

9月1日（月）
16:00～

研修内容

【基本計画】
つくりたい住まいを描く

【実施計画】
計画を具体化する

【運営体制】
継続できる仕組みをつくる

住まい整備の全体像

【事例共有】
他地域の実践から学ぶ



住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費



寮コンセプト
つくりたい町の未来 /育みたい生徒像

/大切にしたい寮での体験

住まい整備の３つのステップ  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基本計画

実施計画

運営体制

コアメンバー 地域内関係者 地域外

役場

学校

住まい関係者
物件オーナー
寮運営会社  等

不動産会社

工務店

生徒

保護者

ハウスマスター

調理員

宿直

地域の皆さん

方針

具体
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Q&A 

Q. まだ住まいについて何も決まっていないのですが、参加しても大丈夫ですか？
A. はい、もちろん大丈夫です。
今回の研修では、「住まい整備はどこから考え始めればいいか」「どんな準備をしておくと運営がスムーズになる
か」といった内容をお伝えします。これから整備に取り組む方こそ、ぜひ聞いていただきたい内容です。

Q. すでに寮があるのですが、研修に参加する意味はありますか？
A. はい、寮づくりのヒントを見つける機会にしていただけると嬉しいです。
寮整備の全体像を知ることで、運営上の課題をふり返ったり、改善のヒントを得ることができます。
自分たちの寮をどうしていきたいかを考えるワークシートもご用意していますので、新しく関わる方の研修やチー
ムづくりにも活用していただけます。

Q. 生徒が住む建物があれば十分だと思っていましたが、他に何か準備が必要なことがありますか？
A. はい、寮整備では「人の配置」と「寮を運営するしくみづくり」が大切です。
住まいは建物だけでなく、生徒が安心して生活できるよう、日々の暮らしを支える「人」の存在がとても大切です。
また、寮ならではの体験をつくることが、地域の魅力づくりにもつながります。
研修では、寮での学びを支えるスタッフ（ハウスマスター）や、地域との関わりを含めた運営体制についても取り上
げます。

Q. 地域みらい留学に来る生徒や保護者は、どんなことを重視していますか？
A. もっとも重視されているのは、安心して暮らせる環境です。
生徒、保護者を対象にしたアンケートでは、「寮生活を見守ってくれる大人がいること」「自炊ではなく、食事が用意
されていること」が特に求められていました。こうした安心できる暮らしの土台が、寮選びや寮生活の満足度に大
きく影響しています。
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有田町シェアハウス
ありこや事例



有田町シェアハウス整備の背景  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見えてきた課題

● 住まいのキャパシティが不足しているため、次年度の目標に掲げる5
名の入学希望者の受け入れができない。 

● 地域みらい留学生の健康管理について、緊急時支援者はいるもの
の、急な体調不良や日々のストレスケア、食事のサポートなどに関す
る支援体制が十分には整っていない。

● 地域みらい留学による入学を希望する生徒のための住居の確保 
● 地域みらい留学生の健康面をサポートする体制の構築 

必要な対応



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費



29 

基本計画



寮機能 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組織
づくり

暮らし
づくり

学び
づくり

出会い
づくり

寮運営関係者の採用・配置・育成
寮運営計画の策定・推進

入寮対応、施設維持、生徒の生活サポート
学校、保護者、役場との連携

学習プログラム、公営塾運営
地域と連携した探究学習やキャリア教育

寮生向けイベント企画
地域交流、コンソーシアム構築

事務局
機能

実務
機能

必
須
項
目

推
奨
項
目



寮機能 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組織
づくり

暮らし
づくり

学び
づくり

出会い
づくり

寮運営関係者の採用・配置・育成
寮運営計画の策定・推進

入寮対応、施設維持、生徒の生活サポート
学校、保護者、役場との連携

なし

寮生向けイベント企画
地域交流、コンソーシアム構築

事務局
機能

実務
機能

必
須
項
目

推
奨
項
目

▶急な体調不良や日々のストレスケア、食事のサ
ポートに関する支援体制の構築

▶地域ならではの体験をしてもらえる機会の提供

▶「寮運営」「見守り」の 2つのプロジェクトの事業
化



寮機能 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ありこや

有田工業高校

有田町
まちづくり課

既存の
受け入れ先

協力してくれる
地元の方々

佐賀県教委
教育振興課

学校運営
協議会委員

コーディネーター

副教育長

有田町長

副課長

副課長

有田町議会
議員

ゲストハウス
オーナー

アパート
オーナー

近隣住民

不動産屋さん

管理職

工務店さん

現地NPO法人
ハウスマスターや

寮監

事業担当者

飲食店さん

既存の
地域みらい留学生

地域・教育魅力化
プラットフォーム

弁護士の先生

事業責任者
経営管理

事業担当者

空き家
オーナー
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関係者が多くて、立場によって考えも異なるため意見を取りまとめるのが大変

だった。

関係者へのヒアリングを通して見えてきた課題をもとに、寮で備える必要のある

機能を洗い出すことができた。

大変だったこと

よかったこと



寮コンセプト  

34 



寮コンセプト  

35 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＜合宿の目的＞

・事業開始時点での目線合わせ

・今後のスケジュールの確認

・チームビルディング

＜チームビルディングの議題＞

・各個人の価値やニーズの共有

・住まいを作ることで町に起こしたい変化

・そのために必要な施設やサービス

寮コンセプト  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＜視察の目的＞

①仕組み ②ビジョン ③業務 3つの観点から、

神山のまちづくり、暮らしづくり、寮運営につい

て知ろう。

＜視察の利点＞

・自事業の仕組み／座組の利点・欠点の

　把握

・共通体験によるビジョンの共有

・視察先での業務内容を基盤とした業務の

　取捨選択

・自事業との共通点に関する情報提供

寮コンセプト  



寮コンセプト・寮機能  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コンセプトをつくったことがないので、話し合いの時間を何度もった。形にするの

も難しかった。

文章やロゴという形で、寮に関わるメンバーの思いを形にしたのがよかった。ロ

ゴづくりはデザイナーさん（専門家）に入っていただいたのもよかった。

大変だったこと

よかったこと

中心になって寮運営を推進するメンバーの合宿で価値観を共有することで、

チームビルディングができた

視察で実際の寮を訪問することで、寮の姿を具体的にイメージすることができ

た。共通のイメージをもつことができた。
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寮整備費 

住まい改修に関する初期投資の概算方法は下記の通り。
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①見守り業務 ②寮運営業務

● 食事と健康面の声かけ（毎日夕方ごろ）
LINEワークスによるアンケートの依頼と確認
声かけの結果を日誌に入力

● 地域みらい留学生の自宅訪問（1回／週）
自宅を訪問し、日々の声かけの結果と齟齬がないか
を確認

● 地域みらい留学生の個別面談（2回／月）
日々の生活の楽しい点や困っている点をヒアリング
し、報告書に入力

● 保護者への報告（随時）
各種情報提供や事業全体に関する協議

● 学校との情報共有（随時）
日誌や訪問記録の共有を行い、学校での生活状況と
のすり合わせ

● 緊急時の１次対応
学校外での体調不良時や事件・事故発生時の１次対
応として現地へ駆けつけ、生徒をサポート

● 県への報告（1回／月）
上記の業務に関する報告書を作成し、メールで報告

● 寮の維持管理
建物としての管理（清掃フォロー、修繕箇所の修理
など安全に暮らせる状態にする）

● 電気、ガス、水道、インターネット環境の整備
契約更新や不具合があった時の対応

● 家具家電整備、消耗品整備・補充
家具や家電に不具合があった時の対応や、調味料、
日用品等の消耗品の管理と補充

● 平日夕の食事提供(おかずのみ)
飲食店との連絡調整や配達の手配、支払いの管理

● 緊急時の対応
ハウスマスターによる１次対応ののち、通常の生活
に戻れるまでのサポート

● イベントの開催や入寮生の生活サポート
定期的な地域との交流イベントの企画運営や、その
他入寮生のフォロー

● 契約手続きなど
契約や支払い、その他入居時に必要な書類の作成等
に関する事務手続き

寮業務一覧  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寮運営費（人件費のみ）  

ハウスマスターの業務内容の概算方法は下記の通り。※宿直なしの場合
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寮運営をしたことないなかで、必要な業務や人員配置の計画をつくるのが難し

かった。

空き家を活用したシェアハウスを運営している事例を参考に改修費用や運用費

用の概算を作成した。

大変だったこと

よかったこと

他の寮のハウスマスターや寮監の業務を参考に必要な業務を洗い出した。

フルタイムのメンバーを寮に配置することができないため、副業人材として関わ

れる方法を模索した。
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実施計画



寮運営の年間計画  

45 

入居者向け 入居希望者向け ハウスマスター向け

2月 合格発表、入居説明会、入居手続き

3月 地域みらい留学生向けイベント
高校3年生卒業、退寮

引っ越し、入居 面談、次年度の業務内容の決定
1年間の振り返り、キックオフ

4月 新入生歓迎会 新しい担当者への引き継ぎ

5月

6月 防災、防犯教育 おためし地域留学

7月 1学期の振り返り

8月 地域みらい留学生向けイベント オープンスクール生対応

9月 オープンスクール生対応 面談、業務内容の見直し

10月 オープンスクール生対応

11月

12月 地域みらい留学生向けイベント 2学期の振り返り

1月 住まい希望調査、受検

2月 合格発表、入居説明会入居手続き

3月 地域みらい留学生向けイベント
高校3年生卒業、退寮

引っ越し、入居 面談、次年度の業務内容の決定
1年間の振り返り、キックオフ
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ハウスマスター マネージャー 事務局

声かけ
（毎日）

・生徒との顔合わせ（初回のみ）

・日々のリマインド

・HMの顔合わせの調整（初回のみ）

・ハウスマスターのフォロー

・アンケート結果チェック

・日誌への記入

・マネージャーのフォロー

自宅訪問
（毎週）

・生徒との訪問日調整

・生徒の自宅訪問

・訪問結果の記入

・訪問シフトの調整

・訪問結果のチェック

・マネージャーのフォロー

個別面談
（隔週）

・自宅訪問に合わせて面談

・面談結果の記入

・面談シフトの調整

・面談結果のチェック

・マネージャーのフォロー

保護者への
報告

（毎月）

・保護者への挨拶（初回のみ）

・保護者への報告

・保護者からの問合せ対応

・マネージャーのフォロー

学校との
情報共有
（四半期）

・学校への訪問日時調整

・学校へ訪問し情報共有

・結果の記入

・結果のチェック

・マネージャーのフォロー

緊急時の
一次対応
（随時）

・緊急時支援者への挨拶（初回のみ）

・緊急時の対応

・緊急時支援者への挨拶（初回のみ）

・緊急時連絡網の配布

・緊急時の対応

・緊急時連絡網の作成

・緊急時の対応

県への報告
（毎月）

・県／学校への挨拶（初回のみ） ・県／学校への挨拶（初回のみ）

・HMの挨拶の調整（初回のみ）

・報告書類の送付

・業務推進にかかる相談

・契約関係の対応

・請求関係の対応

・振り返り等（四半期）の日程調整

・マネージャーのフォロー

各役割のタスク  



コミュニケーションライン  

47 

佐賀県

有田町

地域・教育
魅力化PF

地域みらい
留学生

ハウスマスター

協力飲食店

リフォーム会社 地域の協力団体など 物件オーナー

生活支援
30,000円/月

生活支援金の
一部補助

施設整備の
一部負担

①施設整備補助
（初期改修費用）

②HM業務等委託

賃貸借契約
85,000円/月

・住まいの提供
・食事の提供
（平日の夕食）

発注 賃貸借契約
家賃の支払い

雇用契約
（留学生の見守り）

弁当形式で提供

・日々の見守り
（毎日の声かけ等）
・食事の配達
（平日の夕食）

調理依頼
（シフト制で2,3店舗）

現地の協力
パートナー

ハウスマスターの
活動のサポートや
人材育成
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寮収支計画  

住まい改修に関する維持管理費の概算方法は下記の通り。※宿直なしの場合 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関係者が多いためコミュニケーションラインの整理が大変だった。

事務局と実務担当をわけて設計をすることで、実務担当者が業務に集中できる

体制がつくれた。

大変だったこと

よかったこと
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運営体制



寮則・ルール  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お引き受けできること お引き受けできないこと

● 毎日の健康状況の把握
LINEワークスによるアンケートの依頼と確認
声かけの結果を日誌へ記入

● 生活の様子の把握
個別訪問、個別面談による、日々の生活の充実感や
困りごとのヒアリング
ヒアリングの結果を日誌へ記入

● 緊急時の一次対応
マネージャーが「緊急時」と判断した際の病気、怪
我に関する初診の送迎、同伴、それに付随するサ
ポート（買い物等）

● 保護者への報告
毎月翌月中旬の日誌の送付と、緊急時の対応開始
時、終了時の連絡

● 健康状況の把握以上の指導や監督
衛生管理の徹底や生活態度の改善などについての指
導や監督

● 保護者さんからの連絡事項の伝達
親子間でのトラブル等により連絡が取りづらい場合
における連絡事項の伝達

● 保護者さんへのこまめな情報共有
日々の状況について、緊急と判断した時以外のこま
めな情報の共有

● 緊急時の学校等への連絡
ハウスマスターも学校や保護者への緊急時対応のご
連絡を行いますが、欠席等のご連絡はご自身または
保護者にてお願いします

● 緊急時の病院の選定や服薬等の判断
病院の選定はハウスマスターの判断のもと行い、服
薬等の判断は医師の指示に従います

● 緊急時の一次対応以降のサポート
緊急時の一次対応を行った後（初診以降）のサポー
トは、緊急時支援者へご相談をお願いします

52 

ガイドライン（見守り対象者）  



お引き受けできること お引き受けできないこと

● 緊急時の一次対応以降の通院の送迎及び同伴
緊急時の一次対応を行った後（初診以降）の病状等
が回復するまでの通院の送迎や同伴

● 緊急時の一次対応以降の経過報告
緊急時の一次対応を行った後（初診以降）の通院の
送迎及び同伴を行った際の状況について、LINE
ワークスで報告

● 緊急時の一次対応以降の継続的な支援
買い出しや炊事等の家事

● 行政手続き等の送迎
公共交通機関が利用できる際の送迎

● お金の立て替え
緊急時を含め、金銭の立て替え

※ありこや入寮生については可能な限りのサポートは
行いたいと思っていますので、何かあればご相談くだ
さい。できる限りのご対応を考えさせていただきま
す。
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ガイドライン（入寮生）  



業務マニュアル  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契約書類 

55 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高校生（未成年）を対象とした学生寮としての賃貸借契約の形をつくるのが大変

だった。

大変だったこと

寮運営に関連して発生するリスクの洗い出しが大変だった。

運営がはじめってから、人によって業務として実施する必要があると考える程度

に違いがあったため、目線合わせが大変だった。

24時間対応できるスタッフがいないため、緊急時対応者として待機するハウスマ

スターの心理的負荷が大きかった。
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弁護士の先生にご相談しながら契約書を作成した。

よかったこと

寮則を、①絶対に守る事項（守らないと退寮）②生徒たちと話ああって決める生

活のルールの2つにわけてつくった。

責任問題が発生しうる事項ごとに、同意書、契約書等の各種書類を作成した。

緊急時の連絡先を生徒、保護者、学校、県、ハウスマスターで共有しておくこと

で、緊急時に迅速な対応ができた。

ガイドラインがあることで、ガイドラインに沿って実施すること/ガイドライン上では

実施しなくて良いこととなっているが「やってあげたい」と思うことを切り分けて話

し合うことができるようになった。



58 

質疑応答
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まとめ



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費



まとめ 

61 

住まい整備で大切なのは、
建物そのものだけでなく、人の配置としくみづくりです。

まずはコンセプト を共有することで、関係者の間に共通の土台をつくります。
そのうえで、人員体制や役割分担、コミュニケーションライン を明確にし、動き出せる体制
を整えることが重要です。
そして、整備した住まいがきちんと機能するよう、日々の業務を無理なくまわせるしくみ をつ
くっていきます。

予算規模や、物件の条件（位置、間取り、大きさなど）によって、ハード面でできることが制限
される場合も、「人の配置」や「しくみづくり」というソフト面の整備を工夫することで、地域なら
ではの特色を出せる可能性が広がります！



【選択肢全文】

・寮監やハウスマスターなど、生徒の寮生活を見守る大人がいること

・夜に子どもだけにならないように、宿泊する大人がいること

・生徒の自炊ではなく、調理された食事や弁当が提供されること

・学習面のサポートがあること

・生徒自身で自炊をすること

・寮則が厳しくないかどうか（就寝時間・休みの日の自由度など）

・その寮独自の学び合いや特徴があるかどうか /その地域ならではの体験

ができるかどうか

・その他

地域みらい留学検討者を対象にしたアンケート

寮監やハウスマスターなど、

生徒の寮生活を見守る大人がいること



生徒の自炊ではなく、

調理された食事や弁当が提供されること

地域みらい留学検討者を対象にしたアンケート

【選択肢全文】

・寮監やハウスマスターなど、生徒の寮生活を見守る大人がいること

・夜に子どもだけにならないように、宿泊する大人がいること

・生徒の自炊ではなく、調理された食事や弁当が提供されること

・学習面のサポートがあること

・生徒自身で自炊をすること

・寮則が厳しくないかどうか（就寝時間・休みの日の自由度など）

・その寮独自の学び合いや特徴があるかどうか /その地域ならではの体験

ができるかどうか

・その他



寮がある地域の未来  

高校生が生活する寮がある地域の風景は、どんなものでしょうか？ 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地域

寮

生徒

新聞で寮について取り上げら
れているのを見たよ！ 

地域みらい留学の生徒、 
とても頑張ってるね 

親元を離れて一人暮らしをは
じめて、頼もしくなったね 

高校生の姿から 
元気をもらってるよ 

「何かあったら、いつでも声
かけてね」と 

皆さんいってくれます。 



寮がある地域の未来  

地域で生活し、卒業した生徒が留学先の地域に残ったり、他の地域に就職して、今度は受入側
として活躍する事例もあります。 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寮がある地域の未来  

地域で生活し、卒業した生徒が留学先の地域に残ったり、他の地域に就職して、今度は受入側
として活躍する事例もあります。 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住まい整備とは？

▶単なる居住空間ではなく、学びや出会いをつくる教育寮づくり
▶教育寮があることで地域の関係性をつなぎなおすことができる
▶地域の人と人が関わる “きっかけづくり ”



寮がある地域の未来  

67 

地域

寮

生徒

新聞で寮について取り上げら
れているのを見たよ！ 

地域みらい留学の生徒、 
とても頑張ってるね 

親元を離れて一人暮らしをは
じめて、頼もしくなったね 

高校生の姿から 
元気をもらってるよ 

「何かあったら、いつでも声
かけてね」と 

皆さんいってくれます。 

寮運営はまちづくり



地域の声（大崎海星高校 島親さん）  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https://www.youtube.com/watch?v=di4R5ax1dTc&t=164s  
2分44秒～ 

http://www.youtube.com/watch?v=di4R5ax1dTc&t=164
https://www.youtube.com/watch?v=di4R5ax1dTc&t=164s


地域交流の様子、ハウスマスター・生徒の声（神山校）  

https://youtu.be/2fs9uCiViwc?t=327 
5分28秒～  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https://youtu.be/2fs9uCiViwc?t=327
http://www.youtube.com/watch?v=2fs9uCiViwc&t=328
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お知らせ



住まい研修スケジュール  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住まい整備の軸となる基本計画を
関係者に共有できる

住まいに関わる人たちの
関係性が整理され

年間の運営計画が描ける

住まい運営の担当者が
日々の業務を安定して回せる

目指す状態

2

3

4

入居者受け入れまでに
何をする必要があるか分かる1

基本計画～実施計画～運営体制
のつくり方が分かる5

5月13日（火）
16:00～

6月3日（火）
16:00～

8月5日（火）
16:00～

日時

4月25日（金）
16:00～

9月1日（月）
16:00～

研修内容

【基本計画】
つくりたい住まいを描く

【実施計画】
計画を具体化する

【運営体制】
継続できる仕組みをつくる

住まい整備の全体像

【事例共有】
他地域の実践から学ぶ



アンケートのお願い  

本日の資料と動画は参画校サイトに掲載します。 
本日の研修へのご意見やご感想をぜひお聞かせください。 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